
［成果情報名］農福連携における社会的効果の類型化 

［要約］農福連携を通じた営農活動により、利用者である障がい者にとっては「直接的効

果」と「間接的効果」が現れ、それが具体的にどのような効果が発現するもので

あるかを明らかにすることで、農福連携による社会的効果の理解促進につながる。 
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［背景・ねらい］ 

 農業と福祉が連携することで、農業・農村と福祉（障がい者）の双方の課題解決が図れ

るとともに、障がい者にとっては、営農活動を通じた身体面や精神面への直接的な効用や、

福祉事業所外とのつながりやコミュニケーション能力の向上などの社会的な効用が期待さ

れる。しかし、こうした課題解決や直接的な効用、社会的な効用について、具体的に実証

した研究は少ない。特に、直接的な効用と社会的な効用に関する研究が少ないことから、

本研究では、これらの効用を併せて「社会的効果」と定義し、福祉事業所へのインタビュ

ー調査から、社会的効果の具体的な中身を把握するとともに、それらの類型化を試みる。 

 調査は、障がい者就労支援を行う県内の 5 つの福祉事業所において、各事業所の代表者

に対する対面式のインタビューを実施する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．分析の結果、社会的効果としては、障がい者自身に直接的に発現する効果である「直

接的効果」としての「障がい者の自主性や自立心を高める」ものと、障がい者に対し

て間接的に影響を及ぼす効果である「間接的効果」としての「障がい者の社会参加を

後押しする」ものの二つの効果に大別される（図 1）。 

２．直接的効果は「身体面・健康面」、「精神面・情緒面」、「生活面・仕事への

取組姿勢」の各効果に具体的に分類される。間接的効果は「生活面・暮らしの環

境」、「社会面」の各効果に具体的に分類される（図 1）。 

３．「直接的効果」については、「体力がついた」「感情面、精神面が落ち着いた」

「生活リズムが改善した」など、利用者である障がい者にとっては、目に見える、

あるいは実感できる効果がどのように現れるかを具体的にイメージしやくすく

なったものと考えられる。  

４．「間接的効果」については、「工賃が向上した」「一般就労の機会が増えた」

など、利用者である障がい者本人だけではなく、周囲に対する波及効果がさらに

利用者自身にも好影響を及ぼす間接的な効果が現れることの理解を促すものを

示唆するものである。  

［成果の活用面・留意点］ 

１．インタビュー内容は、「農業に取り組んだことで、利用者の行動や生活状況にどのよ

うな変化が見られたか」など、農福連携に取り組むことでの効果等を問うもので、分

析には SCAT という手法を用いる。SCAT は、比較的小規模なデータ分析に適した質

的データ分析の手法である。  

２．今回の研究では、5 つの事業所を例にとって分析を行っただけであり、それが農福連

携に取り組む福祉事業所全般に当てはまるものかどうかは分からない。そのため、今

後はアンケート調査等を活用した量的調査とその分析を行う必要がある。  

 

※図 1 のストーリーラインとは、SCAT の手法により、インタビュー内容の逐語記録を分析、

整理した結果から導き出されるインタビュー内容の要点である。 

 




